
 

令和５年度 

八代市議会文教福祉委員会 視察報告書 
 

 

 

■視察日程 

  令和６年１月１６日（火）～１８日（木） 

 

 

■視察先 

  １月１６日 午後 兵庫県加古川市 

 

  １月１７日 午前 兵庫県相生市 

 

  １月１８日 午前 兵庫県芦屋市 

 

 

■視察参加者 

【委員会】委 員 長    成 松 由紀夫 

副委員長    北 園 武 広 

委  員    大 倉 裕 一 

委  員    橋 本 隆 一 

委  員    堀 口   晃 

委  員    増 田 一 喜 

 

【随 行】教育部長    中   勇 二 

 

【随 行】議会事務局   小 谷   匠 



■視察先及び目的 

１ 兵庫県加古川市 

『不登校支援及び部活動の地域移行について』 

加古川市では、令和５年４月より不登校児童生徒の新たな居場所づくりとして、

「わかば教室」のサテライト教室（子どもの交流すぺーす「わかば」）が本格的に

始動された。また、部活動の地域移行に向け、令和３年度に部活動のあり方検討委

員会を設置されている。その後、令和４年度には吹奏楽部及び陸上部を、令和５年

度は柔道部及び野球部を地域移行に向けた先行モデル事業として試行されている。 

加古川市の不登校支援及び部活動の地域移行の取組を参考にするとともに、今後

の委員会活動に生かすことを目的とする。 

 

 

２ 兵庫県相生市 

『子育て応援施策「１１の鍵」について』 

相生市では、平成２３年に相生市子育て応援都市宣言を行い、子育てしやすい環

境を整え、人口減少対策及び定住促進を推進されている。その中で、給食費の無償

化、子育て応援券交付、婚活カップル応援金などを含めた１１の子育て・定住促進

関連事業を「１１の鍵」として、キャッチコピーをつけ、市内外の子育て世代へ 

積極的にＰＲを展開されている。 

相生市の子育て・定住促進関連事業の「１１の鍵」についての取組及び市内外へ

の周知方法等を参考にするとともに、今後の委員会活動に生かすことを目的とする。 

 

 

３ 兵庫県芦屋市 

『第３期芦屋市教育振興基本計画及び学力向上パワーアッププランについて』 

昨今、全国的に子どもの学力低下の傾向が見られる中、芦屋市では、小学生及び

中学生の学力調査結果は、全教科（国語、算数・数学、英語）において、全国平均

を上回っている。芦屋市では特に教育に力を入れられており、第３期芦屋市教育 

振興基本計画、学力向上パワーアッププラン及び学力向上支援プランを策定され、

各種事業を推進されていることから、本取組等を参考にするとともに、今後の委員

会活動に生かすことを目的とする。 

 



兵 庫 県 加 古 川 市 

                                         

 

１ 視察日時  令和６年１月１６日（火） １４：００～１６：００ 

 

２ 調査事項  『不登校支援及び部活動の地域移行について』 

 

３ 調査内容（説明内容） 

※別添資料のとおり 

 

４ 主な質疑応答 

Ｑ１ 令和４年度からの部活動の地域移行に向け、試行プランを実施されているが、加

古川市として、今後、部活動を完全に地域移行するよう検討しているのか伺う。 

Ａ１ まず、加古川市としての方針を推進計画等で示す必要があり、今後、協議を経て、

どのような方向で部活動の地域移行を進めるか検討を行う。 

Ｑ２ 試行プランの中の部活動について、部費はどのようにしているか伺う。 

Ａ２ 試行プランは、市の実証事業としての位置づけであるため、市が負担している。 

Ｑ３ 地域移行に向けた試行プランは、学校からの要望なのか、行政からの提案された

のかについて伺う。 

Ａ３ 行政からの提案ではあるが、各競技の協会や学校等と協議を行い、試行プラン種

目を選定した形である。 

Ｑ４ 国からの補助金は受けているのか伺う。 

Ａ４ 国からの補助は受けているが、吹奏楽のみで、その他の試行プランは市債で対応

している。 

Ｑ５ 各学校におけるサポートルームは普通教室並みの広さを確保できているのか伺

う。  

Ａ５ 各学校において異なるが、普通教室並みの学校もあれば、半分程度の学校もある。 

 

※別添資料 

・部活動地域移行に向けて～加古川市の取組～ 

・加古川市の不登校児童生徒への多様な支援 

・加古川市の不登校対策事業一覧 

・加古川市の不登校及び不登校傾向にある児童生徒の動き 

 

 

 



【視察の様子】 

 

 

 

 

 

 



兵 庫 県 相 生 市 

                                         

 

１ 視察日時  令和６年１月１７日（水）１０：３０～１２：００ 

 

２ 調査事項  『子育て応援施策「１１の鍵」について』 

 

３ 調査内容（説明内容） 

※別添資料のとおり 

 

４ 主な質疑応答 

Ｑ１ １１の鍵が始まった時期及びキャッチコピーが決まった背景について伺う。 

Ａ１ 平成２３年の子育て応援都市宣言をしてから事業開始をしている。また、事業開

始前にプロポーザルを行い、選定業者から相生市をローマ字で書くと「ＡＩＯＩ」

であり、１１と見えるため、キャッチコピーとして、１１の鍵はどうかと提案さ

れ、採用した形となる。 

Ｑ２ 本市では放課後児童クラブ（学童保育）と言っているが、相生っ子学び塾は、 

何か所で行っているのか伺う。 

Ａ２ 市内に７つ公立小学校があり、全ての小学校で事業を行っている。 

Ｑ３ 相生っ子学び塾の新型コロナの際の感染対策等について伺う。 

Ａ３ 平成２６年から事業を開始しており、令和２年度は新型コロナの影響で事業が実

施できず利用者は０人であった。その後、コロナ禍でも、利用者からの再開の声

も多かったことから、広い教室の確保・使用、児童の席の間隔を空けるなどして

対応を行った。 

Ｑ４ ワンピース・イングリッシュ事業で英検の検定料の半額補助もされているが、 

どのくらい申請があっているのか伺う。 

Ａ４ 令和５年１０月末時点での数字になるが、４級が１３人、３級が３０人、準２級

８人、２級が３人の合計５４人の申請があっており、合格・不合格でも半額補助

をしている。 

Ｑ５ １１の鍵のＰＲの手法について伺う。 

Ａ５ 市のホームページに掲載や広報紙での周知を行っている。引っ越しのタイミング

もチャンスであるため、不動産会社や住宅展示場にもパンフレットを置いてもら

っている。 

 

 



※別添資料 

・子育て応援都市宣言 定住・子育て支援事業について 

 

【視察の様子】 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 兵 庫 県 芦 屋 市 

                                         

 

１ 視察日時  令和６年１月１８日（木） １０：００～１１：３０ 

 

２ 調査事項  『第３期芦屋市教育振興基本計画及び学力向上パワーアッププランに 

ついて』 

 

３ 調査内容（説明内容） 

※別添資料のとおり 

 

４ 主な質疑応答 

Ｑ１ 学力が全国平均より高い状況は、芦屋市は、もともと学力の水準が高いのか、芦

屋市が学力支援に力を入れて高くなったのか伺う。 

Ａ１ 芦屋市の場合、地域によって塾に通う学生が多いのも要因のひとつである。これ

までも全国平均より学力が高く、全国平均より下回ることはあまりない。 

Ｑ２ 芦屋市として教育において、力を入れていることや特徴について伺う。 

Ａ２ 読書の街 芦屋をうたっており、全国研究会を芦屋市で開催したりするなど、読

書環境は他市と比較しても充実しており、学生が読書の機会が多くあるのが特徴

である。 

Ｑ３ 読書が学力向上のためひとつの要因であるかと考えるが、学生の読書状況につい

て伺う。 

Ａ３ 市内小学校の生徒一人平均で年９７冊読んでいる状況である。この内、長期休暇

はカウントしていないため、月平均１０冊程度は読んでいる。また、中学生では

１８冊であり月平均２冊を読んでいる計算となる。 

Ｑ４ 令和５年度の学力向上パワーアッププラン及び学力向上支援プランが、令和６年

度から探求的な学び推進事業に変更するとあったが、先生方の負担感が大きかっ

たのかについて伺う。 

Ａ４ 先生方の負担が大きかったのは少なからずあり、学力向上支援プランでは、指定

された小・中学校は、学校内の独自の課題設定をして、課題解決を図るための研

究、資料作成等を行う必要もある。また、中学校区内においては、相互に研究授

業発表会に参加するなど連携はとれるものの、通常業務と並行してとなると負担

が大きかったのではないかと考える。そのため、令和６年度からの探求的な学び

推進事業は、研究指定校制でなく、やりたい人が取り組む方式に変更して事業を

実施していく。 



※別添資料 

・第３期芦屋市教育振興基本計画 

・第３期芦屋市教育振興基本計画（概要版） 

・令和５年度（２０２３年度）芦屋の教育指針 

・学力向上パワーアッププラン学力向上支援プラン概要説明 

 

【視察の様子】 

  

 



 

 

 

 

〈〈 各委員所見 〉〉 















文教福祉委員会 視察所見 

議員名【 大 倉 裕 一 】 

視察日：令和 ６年 １月１６日（火） 

視察先：兵庫県加古川市 

調査項目：部活動の地域移行について、及び不登校支援について 

兵庫県加古川市の部活動の地域移行について、及び不登校支援について視

察させていただいた。 

まず、部活動の地域移行について、 

文部科学省や文化庁は、少子化が進む中、将来にわたり生徒がスポーツ・文

化芸術活動に継続して親しむことができる機会を確保するため、速やかに部

活動改革に取り組む必要があるとし、その際、生徒の自主的で多様な学びの

場であった部活動の教育的意義を継承・発展させ、新しい価値が創出される

ようにすることが重要とされた。 

さらに、令和 4年夏に取りまとめられた部活動の地域移行に関する検討会議

の提言を踏まえ、平成 30年に策定した「運動部活動の在り方に関する総合的

な ガイドライン」及び「文化部活動の在り方に関する総合的なガイドライ

ン」を統合した上で全面的に改定され、これにより、学校部活動の適正な運

営や効率的・効果的な活動の在り方とともに、新たな地域クラブ活動を整備

するために必要な対応について、国の考え方が提示された。 

 部活動の地域移行に当たっては、「地域の子供たちは、学校を含めた地域で

育てる。」という意識の下、生徒の望ましい成長を保障できるよう、地域の持

続可能で多様な環境を一体的に整備することや、地域の実情に応じ生徒のス

ポーツ・文化芸術活動の最適化を図り、体験格差を解消することが重要とし

た。 

加古川市では、上記を踏まえ、加古川市中学校部活動ガイドラインを改定さ

れ地域移行の取り組みを検討されていた。 

地域移行が完遂したわけではなく、一部を加古川モデルとして運用し、課題

を抽出して更に生徒や指導者、保護者、地域や学校にとってより良い部活動

の移行とその環境整備に汗をかいておられた。 

その取り組みの中でも気概を感じた事として、まず、加古川モデル事業を国

からの補助金なしに取り組まれており、生徒たちからの部費は徴収せずに取

り組まれていた事である。財政力の違いがあるにせよ、自治体の子ども達に

向き合う姿勢や気概をかんじた。 

次に、行政の体制についてである。行政の縦割りの弊害を払拭するような部

を跨ぐ兼務職員を配置されて対応されている事である。 



部活動は教育委員会であり、地域移行は市民活動部門にあたり、部を跨ぐこ

とになるが、事業をより効率的に進める為に兼務職員の配置は参考になっ

た。 

また、この地域移行を進めるにあたり、生徒や保護者、学校長や教職員にア

ンケート調査を行い、認識やニーズを確認され、取り組みに活かそうとされ

ていた。まさしく、それぞれの立場から検証し、様々な関係者に寄り添って

検討を進める姿に共感することとなった。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



視察日：令和 ６年 １月１７日（水） 

視察先：兵庫県相生市 

調査項目：子育て応援施策 11の鍵について 

   兵庫県相生市の子育て応援施策 11の鍵について視察させていただいた。 

相生市は人口 2万 7,759人、世帯数 1万 3,048世帯、面積が 90.40㎢、令

和 5年度一般会計当初予算額が 136億 4,000万円、特別会計、企業会計の

合計額が 252億 5,440万円であり、八代市と比較すると一般会計及び総予

算合計が 4分の 1程の自治体である。 

 

相生市では、平成の合併が一段落した頃には、国の三位一体の改革の影響

により、財政状況が危機的状況となる見込みとなったこと。人口減少が顕

著であり、定住対策に取組む必要性を認識し、第１ステップとして、定住

や子育て支援を行う際の裏付けとなる財源確保のため行財政改革に取り組

み（平成 18〜22年度）、第２ステップ（平成 23〜27年度）として、若い世

代にターゲットを絞った定住促進や教育支援に取り組まれ、出生数の維持

と社会増減数の減少幅が約半分になる成果を得られ概ね目標を達成されて

いた。 

平成 27年度からは、子育て・教育支援・定住促進施策に加え、地域資源を

活用した交流人口の獲得や地域経済の活性化に取り組みを展開されてい

た。 

視察項目である子育て応援施策 11の鍵とは、相生市をアルファベット表記

した場合にＩＯＩとなることから、両サイドが 11に見える事やインパクト

を考慮して、コンサルから提案があったものを利用しているとの説明であ

った。 

11の施策について、7割程度は八代市でも取り組んでいる内容であったも

のの、定住を促進する為の新婚夫婦向けの住宅補助や新築や住宅購入補

助、給食費無料化、地域の人や教員 OBによる小学校 5、6年生対象に国

語・算数・英語を学ぶ学び塾、英語教育に力を入れておられる点が進んで

いた。 

特に、第一ステップである第１期行財政改革の取り組みとして投資的経費

を 40億円から 20億円に引き下げられた点は、相生市の財政規模からする

と大きな変換点であったと感じたし、市民からのクレームに対しても、き

ちんと将来を見据えて市民に説明をし続ける職員の覚悟と努力を窺えた。 

その姿勢は、市庁舎からも窺えた。 

市役所庁舎は、昭和 37年に建設された建物を耐震補強して使用されてお

り、市の姿勢を窺い知ることができた。 



視察日：令和 ６年 １月１８日（金） 

視察先：兵庫県芦屋市 

調査項目：第３期芦屋市教育振興基本計画及び、学力向上パワーアッププラン    

について 

  兵庫県芦屋市の第３期芦屋市教育振興基本計画及び、学力向上パワーア

ッププランを視察した。 

 第３期芦屋市教育振興基本計画については、前期の計画をローリングし

て、学識経験者等の組織を作って検討し、令和５年度から令和７年度まで

の計画を策定されたものである。 

また、基本計画の基に実施計画が策定されており、この実施計画について

は毎年更新をされていた。加えて、本計画（冊子）を教職員及び保護者、

地域に配布しておられ、方針や取り組みの共有化が徹底している事に感心

した。 

中でも、教育に対し家庭、学校、地域の役割を教育振興計画のカテゴリー

毎にまとめてあるものは、非常にわかりやすく参考になった。 

パワーアッププランについては、学力向上支援プランとセットで取り組ん

でいるという事で、まとめて説明を受けた。 

研究指定校方式を用い、教科を先生たちで研究する内容であった。 

ただ、研究指定校方式では、先生の異動した際の継続性の課題や先生方の

負担感の視点から、見直しが進められており、テーマを定め、関心のある

先生方が集まって研究を行う方式に令和６年度から見直すとの事であっ

た。 

一方、生徒児童の学力については毎年、全国学力テストで全国平均をはる

かに上回り極めて良好との判定を受けておられる。 

この点には質問が集中したが、児童１人の１年間に読み上げる数が平均９

７冊、中学生の平均が１８冊と多い事、芦屋市の図書に関する１校あたり

の年間予算が１００万円を超えている事、英語に関しては、小学生低学年

で月に１〜２回英語に携わる時間、３・４年生では、ＡＬＴに加えセカン

ドティチャーを配置して英語に力を入れて取り組まれていた。 

中学生になった時にスムーズに英語に向き合う事ができ、英語力が身につ

いているものと思った視察であった。 

以前から、八代市の一般会計の１割を教育予算として、ソフト予算として

確保すべきと言い続けているが、引き続き、求めていきたいと思う視察と

なった。 
























